Several hand-made toys and enjoying the making by 大森, 康正 & Ohmori, Yasumasa
数点の手作り玩具と作って遊ぶ遊びについて
大 森 康 正
私たちの子どもの頃,沢山の手作り玩具があった｡それらの手作り玩具はほとんど年齢
の上の子供たちから伝わったもので,学校の先生や大人の人から教えてもらったのはわず
かである｡いわゆる "がき大将"がその時節に利用できる材料を使って,作って遊ぼうと
子どもたちを誘い,指導権をもって行動していた｡スギの実鉄砲やタンク作り,パチンコ
(ゴム弓)や竹 トンボなど,ちょっと思いっくものを挙げたが,まだまだたくさんあって
本当に枚挙にいとまがない｡
生活様式がすっかり変わった現在,日々の生活から出る廃材がかつてのものとは大きく
変わり,たくさんあったものが無くなり,新たな素材が出てきて,いわゆる."伝承玩具"
が昔のままでは作れなくなった｡また子どもたちの遊びの質も変わり,手で作って遊ぶ玩
具が姿を消してしまった｡
私は,子どもの成長にとって,作って遊ぶことが大変大切だと考え,幼児教育の "環境"
の演習に,作って遊ぶ演習を取り入れている｡しかし,指先を使い,いろいろな道具を使っ
て作業することの苦手な学生が多くなっているので,材料も道具もできるだけ私たちの周
辺で調達できるものを使い,制作に手間と時間のかからないようにして行っている｡
ここでは,制作要領を改良したり,素材や制作方法を工夫した数点の玩具を紹介し,辛
作り玩具を見直して私見を述べたので諸賢のご教示を頂ければ幸いに思う｡
なお,本書は論叢編集委員の馬場昭夫
教授に勧められ,平成11年度の本学にお
ける保育研究会で話をしたものをもとに
して新たに書き直した｡ここにまとめる
機会を与えられた同教授に対し記して謝
意を表する｡
1.紙 トンボ
学生たちに竹 トンボを最初に作らせた
とき,なかなか時間がかかって容易でな
かった｡学生たちには最も簡単な作り方
で竹 トンボを作らせたのだが,それがな 図1 ハガ牛の切り方
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かなかうまくいかなかった｡竹を切ったり,削ったりする作業の苦手な学生が多い｡そこ
で, "竹 トンボ"を他の作りやすい材料で作ることを考え,紙やプラスチックで色々試作
してみた｡その中で紙の厚い私製ハガキを使ったものが作りやすかった｡
ハガキを縦に四等分し,その一紙片を横半分に切って,中央にハサミで切り込みを入れ,
互いに差し込んで組み合わせると,竹 トンボの羽の形ができた (図1)｡これを割箸にホ
チキスで取り付けた｡
竹 トンボを飛ばす要領で飛ばしてみたが,羽が軽すぎて紙 トンボの回転が続かず,うま
く飛ばなかった｡羽の先にホチキスの針を3,4個打ち込んで重みを付けると,いくらか
回転が続き,紙 トンボの第1号は飛び上がった｡
こんな紙 トンボでも5,6歳の子どもに作ってやると,面白がって楽しく遊ぶ｡
数年前,たまたまハガキで作るブーメランの図面を新潟ブーメラン協会の中野渉氏から
ファックスで送られてきた｡その羽の作り方が紙 トンボの羽の改良に大変役立ち,その後
学生たちの演習にはこの方法で紙 トンボを作らせている｡
材 料
(1)古-ガキ (または10×15cmの厚手の紙) 1枚
(2) 割箸 1本
用 具
(1)ハサミ
(2)ホチキス (No.10)
(3)紙ヤスリ(No.80-100)
制作方法
1.ハガキを縦に2つに折る｡この時,
3mm程度ずらして重ねる (図2,左)0
2.さらに縦に3mm程度ずらして2つ
に折ると,4枚に重なり,しっかり
した羽板ができる (図2,右)0
約aw事呈度ずらして､二つに折り､2度繰り返す
図2 羽板の折り方
董 ILT 重量
L左利きの羽 R 右利きの羽
図3 羽板の切り込み
3.この羽板を半分に切って2枚の羽板片とする (図3).i
4.2枚の羽板片の中央に約1.5cm程度,切り込みを入れる (図3,切り込み)0
5.2枚の羽板片の切り込みを互いに差し込んで組み合わせる (図4,A)0
6.組み合わせた2枚の羽板片とも,図4の1,2,一3の箇所をホチキスでとめる.ホチ
キスの針1で2枚の羽板片が互いに連結し,固定している｡
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7.図4,Aの羽板片の斜線部分をハ
サミで切り取ると,空気抵抗がなく
なり,回転しやすくなる｡
8.図4,Bのように羽を裏返しにし
て置くと,羽の中央部に差し込んだ
紙片が出る｡この部分を左右ともに
上に持ち上げ,2枚を合わせて立て
る｡
9.左右2枚合わせた紙片の中に割箸
1本を立て2枚の紙片で箸棒を挟む｡
図4 羽の裏,義
10.紙片の上から箸棒をホチキスで挟んで,針を箸の木片に打ち込む (図4,Bホチキス
の針4)｡同様に,反対側からも,紙片の上からホチキスの針を木片に打ち込む｡ホチ
キスで止める前に箸にボンドをっけておく｡
図3,Rは右利き用の羽の切り込み方,Lは左利き用の切り込み方である｡右利き用と
左利き用の羽の切り込み方が互いに対称になっている｡制作方法の手順4の2枚の羽板片
に切り込みを入れる所が左利き用と右利き用で異なる｡制作方法の手順5の2枚の羽の組
み方が左利き用と右利き用で互い逆になる｡
紙質は官製ハガキより幾分薄めの,ポスターやカレンダーなどの紙が折りやすく,ホチ
キスで止めやすい｡
紙質の薄い,折り紙や新聞紙でも2枚重ねにして使うことが出来る｡
遊 び 方
竹 トンボと同様に箸の棒を回転させて飛ばすが,箸のトゲに十分注意する｡あらかじめ
箸に紙ヤスリ(No.80-100)をかけておくことを勧める.
羽板片を止めたホチキスの針,図4の2,3の針をかるく曲げて羽板片にたわみをっけ
る｡たわみの付け方で紙 トンボの飛び上がり方が変わる｡羽板片のたわみ具合で飛び上が
る様子がどう変わるか,子どもたちにそれを比べっこさせて,技術を競い合うとより楽し
くなる｡
紙質や箸の長さ,重さ,羽のたわみ具合などを子どもたちに工夫させ,飛び上がる高さ
や,飛んでいる時間などを比べさせてみる｡
竹 トンボのようには軽やかには飛ばないが,子どもたちが自分で作って遊べることに興
味を覚える｡
割箸に-ガキ大の紙片とホチキスにハサミで簡単に出来るので,いっでもどこでも楽し
める｡
/
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2.ウグイス笛
細い竹で作ったウグイス笛があるが,-ガキを丸めてウグイス笛を作る事を考案した｡
数年前,当短大の芸能祭のおみやげに学生たちに作らせ,子どもたちに上げたことがあっ
た.適当な太さ (直径約1cm)の金属パイプを研いで刃をっけ,ボール盤に取りつけて厚
紙のハガキ500枚に穴を開けた｡それは刃で切るというより摩擦で穴を開けたのであった｡
笛の穴は丸い必要はない｡学生の実習では-サミやカッターで1cm四方の四角い穴を開
けさせ,穴の縁に両面テープを貼って吹き口を取りつけさせた｡吹き口の取り付け位置や
角度などが決めやすいので都合がいい｡古-ガキ1枚で笛が2個出来る｡
材 料
(1)古-ガキ (または10×15cmの厚手の紙) 1枚
(2)セロテープ
(3) 両面テープ (1cmくらい｡なければセロテープで代用する)
用 具
(1)ハサミ
(2)直径15mmの太さのマジックインク (油性 ･丸3mm･紬書き)(太さが大切)
(3) 鉛筆,または通常のボールペン (直径約7.5-8mm程度)(太さが大切)
制作方法
1.ハガキを縦に半分に切る (図5)0
2.半分にした紙を横に2:1に切り分ける (図5,A片,B片)0
3.図のA片で吹き口のパイプを,B片で笛の本体を作る｡
吹き口作り (A片)
1.鉛筆を軸にしてA片を巻きつけ,セロテープで両端を仮止めする.
2.合わせ目全長をセロテープで貼り,しっかり止めてパイプを作る｡
3.パイプの一端を軽くつぶして,2mm程度の開口にする.
本体作り (B片)
1.B片の中央に約1cm四方の四角い穴を,カッター,あるいはハサミで開ける.
2.直径1.5cmの太さのマジックインクの胴にB片を捲いてA片同様にセロテープでしっ
かり止め,本体を作る｡
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図5 ハガ手で作る紙笛
本体に吹き口を合体させる
1.両面テープ約2cmを本体の穴の縁に合わせて貼る (図5)0(両面テープが無ければ,
通常のセロテープを背中合わせにして使う.)
2.A片のパイプの軽くつぶした開口部を,B片のパイプの穴の縁の粘着テープに付けて
吹いてみる｡
3.音をいろいろ確かめ,いい位置を探し,上から長いセロテープの帯を掛けて固定する｡
吹 き 方
吹けばそのまま音が出るが,ウグイスの鳴き声にはならない｡本体の両端を親指と人差
し指 (または中指)で塞ぐと,低い音になる｡人差し指 (または中指)を放すと音が高く
なり,親指を放して全開にすると更に音が高くなる｡
ウグイスの "ホ-ホケキ~ヨ'は本体の両端を塞いだり,開放したりして出す｡なれれば
簡単に "ケキョケキョケキョ"や,"ホーホケキョ'を吹いて楽しめる｡
息が出過ぎて吹きにくい時は,吹き口を上から指で押さえ,パイプを少しっぶすように
する｡息の出具合,音の出具合をみて調節する｡
3.輪ゴム鉄砲
割箸を数本組んで作る輪ゴム鉄砲がある｡割箸を何本も組合わせて固定するので手間が
かかり,子どもたちにはかなり難しいし,学生たちに材料を与えても積極的に作ろうとし
ない｡そこでダンボ-ル片に割箸を挟んで作る簡便な作り方を考案した｡
割箸の先端に輪ゴムを掛けて引張り,それを急に放して輪ゴムを飛ばすが,ゴムを放す
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仕掛けがかなめである｡人差指で引き金を引いたとき,ゴムがはずれて放される仕掛けで
ある｡これを平たい紐を使って作った｡
最初作ったものはダンボ-ル1枚の握 り手 (グリップ)だったので,握っているうちに
柔 らかくなり,つぶれたり折れたりしてしまった｡
現在はグリップの両面に同じ形のダンボ-ル片をボンドで張り合わせ,補強している.
補強用のダンボールはフルー ト (中の波型の部分)の方向をグリップと直交するように切
り出し,希釈 したボンド液で張り付けた｡
ボンドを約 8-10倍の水で希釈 してグリップに塗り補強用のダンボ-ル片を貼り付ける｡
補強用のダンボ-ルの細い方の端をボンド液に浸けるとダンボールのフルー トにボンド液
が含まれ,ダンボール片を刷毛のようにして使える. しかも,液を浸 したダンボ-ル片の
端が湿って柔 らかくなり,洗濯バサ ミで挟むとうまくつぶれ,相手のダンボ-ルに平 らに
張り付 くので,都合がよかった｡
材 料
(1) 割箸 1組
(2)ダンボール片 (厚さ4.5mm)10×15cm程度 1片
(3) 幅3.4mm,箸の幅程度の平たい紐,長さ5cm程度 1本
(4) ボンド
用 具
(1) ハサ ミ
(2)カッター
(3) ホチキス (No.10)
(4) キリ (千枚通 し)
(5) 定規
(6) 洗濯バサ ミ 数個
(7) 口の広い瓶 (ボンドを薄める容器)
(8)紙切り用の台 (セーフティ･ベース)(無ければ,ダンボ-ルを代用する)
制作方法
1.ダンボ-ルで握り (グリップ)の部分を作る｡
'(1) 図6に示 した図のようにダンボールに措いてカッターで切り出す.
(2)フルー トが横になっているダンボ-ル片 (中央)がグリップの中心になる｡他の2片
(左,右側片)はグリップの補強として制作の最後に中央のグリップ片に貼 り付ける
-6-
(後述｡制作方法 4グリップ
の補強)0
(3) 中央のダンボ-ル (図6,
中央)の背 (上)側のシー ト
(表面の紙) とフルー トを少
し剥がし,銃身の箸の棒を挟
む所を作る (図7の上方)
(4) 中央のグリップのダンボ-
ル片の上から斜めに千枚通 し
で穴をあけ,引き金の箸棒を
差 し込む穴を作る (`図7)0
2.割箸で銃身と引き金を作る｡
箸の1本は銃身に,他の1本
は引き金として使う｡
(1)割箸を割って,ボール紙程
度の厚さの紙を挟み,セロテー
プで仮止めし, 5皿程度の平
たい紐を図8,Aのようにボ
ンドとホチキスで取りつける｡
(2) 仮止めしたセロテープをとっ
＼ ､二_ mmm も 4.ゝ 4.mm
･諾LiJ?,l講t:.どA*_豊儲謹
80mm 50mm
図6 ダンボールからグリップ片の切り出し方
図7 グリップの中央片
て,箸を開くと,図8,Bの
ようになっている｡
(3) 1本は銃身とし,他の1本は引き金として使う｡
(4) 銃身の先に輪ゴムを掛ける溝を横に彫る (図9, B)0
(5) 引き金用の箸の先を幾分細 く削って,ダンボー ルのフルート に 斜 めに挿 しやすくする｡
3.グリップに銃身と引き金を取 り付ける｡
(1) まず,グリップ用のダンボ-ルA片に引き金の箸を差 し込む.
制作方法1(4)でダンボ-ルに千枚通 しを差 し込んであけた斜めの穴 (図7)に引き金用
の箸を差 し込む｡この場合,平たい紐を貼り付けた所が下側,外側になるようにする｡
銃身の箸が紐で連結 しているので,引き金用の箸をダンボ-ルに差 し込んでから,その
後に銃身をダンボールに固定する｡
(2)銃身用の箸を1(3)で剥がしたダンボ-ルの紙にはさみ,ボンドで貼り付け,その上か
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らホチキスの針,2,3本打ち込ん
で固定する｡
この場合,銃身の箸についている
平たい紐は上側にする｡
(3) 引き金の箸は,グリップを握って
引きやすい長さにカッター等でカッ
トする｡
(4) 銃身の先には輪ゴムを引っかける
溝を槙に彫る (図9,B)0(先に彫っ
ておいてもいい)
4.グリップの補強
最初作ったものは,グリップのダン
ボ-ルが1枚だったので遊んでいるう
ちに柔らかくなってしまった｡その後,
グリップの両側にダンボ-
ルを当てて補強した｡補強
用のダンボールは中央のも
のとフルートの方向を直交
させた｡
(1) 木工用ボンドを約8-
10倍の水で 薄め,牛乳
程度の濃さにする｡
(2)この乳液をグリップの
片面に塗り,補強用のダ
ンボールを貼り合わせ,
洗濯バサミで,数カ所は
:-u iF _
〇一Jli=-丁
輪ゴム
二王チ1-二戸
銃身の等 引き金の箸輪ゴムが飛び出す
図8 箸に平たい紐の取り付けと輪ゴムの掛け具合
さんで固定,乾燥する｡
接着剤は,補強用のダンボール片の細い方の端を使ってグリップに塗る｡接着液がフ
ルートの中に入って保たれ,刷毛の様に使える｡
この場合,銃身の箸の幅分だけ (約5mm程度)補強用のダンボールを下げて接着する｡
(3) 片側に補強用のダンボール片が接着し,補強されたら,反対側に,同様にして補強用
のダンボールを貼り付け,出来上がる｡
補強用ダンボールの上の部分 (幅の細い部分)に接着液をっけて刷毛のように使うと,
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接着液につけた部分が湿って柔らかくなり,洗濯バサミではさむとつぶれて,相手のダン
ボールに平に接着するので,都合がいい｡
遊 び 方
銃身の先の溝 (図9)に輪ゴムを掛けて引っ張り,グリップの上の紐の部分に掛ける
(図8,C)｡人差し指で引き金を引くと紐が輪ゴムを上に押し上げ,はずれて飛び出す
(図8,D)0
銃身の箸棒には,当然真っ直ぐで,しっかりした箸を選ぶ｡杉製の四角いしっかりした
箸がいい.3,4メートルぐらい離れた所から空のマッチ箱程度のものは狙って倒せる.
引き金を引くと引き金の箸が上に出る｡これを親指で上から押し込んで戻す｡本物のピ
ストルを扱うような操作のできるところが,何とも楽しい｡
輪ゴムで倒せるようなマッチ箱などを並べ,倒した数を競ったり,飛距離を競争したり,
また互いに打ち合って遊ぶ｡互いに打ち合うときは,人の目を打たないよう注意が必要で
ある｡簡単な眼鏡を作って,それを掛けてもいいだろう｡お面を着けたり,新聞紙の頭巾
をかぶって打ち合ってもおもしろい｡
このゴム鉄砲を少し変えれば,ボール紙の小片を飛ばす鉄砲にもなる｡
4.ロードローラー (タンク)
かっては木製の糸巻きの空がたくさんあった｡現在,糸巻きはプラスチック製に変わり,
家庭でミシンを使わなくなったこともあって,糸巻きの空はほとんど見られなくなった｡
たまたま,写真のフィルムケースで作る事を思いっき,フィルムケースの蓋を車輪に,輪
ゴム1本と爪楊枝で作ることを考えた｡しかし,問題は爪楊枝の回転をどうすれば滑らせ,
自由にすることができるかであった｡以前この部分にはそろばんの玉や小筆の軸を切った
竹の輪を使っていた｡鳩目パンチの鋲の金属同士を擦り合うようにしたら爪楊枝の回転が
うまくいくのではないかと思ってやってみた｡数年前,学生たちにこの玩具を数百作らせ,
芸能祭のおみやげにしたことがある｡
材 料
(1) フイルムの空きケース 2個 (蓋が2個必要)
(2) 爪楊枝 2本
(3)輪ゴム 1本
(4) 鳩目パンチの鋲 2個
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用 具
(1) プラスチックカッター又はプラ
スチックを切る目の細かいノコギ
リ
(2) ポンチ (6mm)(何種類かのポ
ンチがセットになった,回転式の
用具がホームセンター等で売られ
ている｡この道具があると便利で
ある｡図10)
(3) キリ (千枚通し)
(4) 鳩目パンチの鋲を締める用具
(ホームセンター等で売られてい
る｡図11｡通常の鳩目パンチでは
フィルムケースの蓋が挟めないし,
鋲を締めることが出来ない)
(5)木槌 (金槌でも可)(回転式ポ
ンチがあれば不要)
(6)ポンチを打っ木の台 (板)(回
転式ポンチがあれば不要)
(7)針金約10cm程度 (輪ゴムを通す
のに,鈎にして使う｡先の細いピ
ンセットでもよい)
制作方法
1.胴 (ローラーの部分)
図10 回転式のポンチ
図11 鳩目つぶし
‖'■Ⅶ'人 輪ゴム T"一一ハ
折り捨てるフィルムケ スー■l-一■-■
A--+4J 鳩目鋲
i- 1
図12 ロー ドローラー
(1) フィルムケースの底を3-5mmほど,プラスチックカッター,又は目の細かいノコギ
リで切り取って,中空の円筒を作る (図12,フィルムケース)0
2.蓋の細工 (蓋2個を車輪に使う｡ 胴の両側にはめ込む)
(1) 1個の蓋の中央にポンチで6mm の穴を開ける (図12,右側の蓋)
(2)穴に鳩目パンチの鋲1個,外側からはめ込んで,鳩目パンチの鋲を締める道具で締め
て固定する｡通常の事務機の鳩目パンチでははさめない｡少し大型の鋲を固定する道具
がホームセンターで売られている (図11)0
(3)他の1個の蓋は,中側へ飛び出た部分に,千枚通 しで穴をあけ,爪楊枝を差し込む
(図12左側の蓋)0
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(4) この爪楊枝に,輪ゴム1本を掛けてとれないようにする｡この爪楊枝は輪ゴムを掛け
るためのもので,出ている余計な部分は切り捨てる(×印)0
(5)輪ゴムの端をフィルムケースの円筒に通して,蓋を円筒の端にはめ込む｡円筒にはめ
込む溝のある側にははめ込み易い.フィルムケースの底をカットした側の溝のない方に
は蓋を強く押し込んではめ込む｡
(6) フィルムケースの円筒を通した輪ゴムをもう1個の蓋の中央の穴に内側から通し,こ
の蓋を円筒の他端にはめ込んで固定する｡円筒の両側にタイヤがはまる｡
(7) 蓋の中央の穴から出たゴムを,鳩目鋲をっぶした金の輪の中を通す｡この輪ゴムに爪
楊枝1本を図12,右の端のように絡める｡
鳩目のつぶした鋲の輪は滑りを良くするためのもので,蓋の鋲と滑り合うようにする
(輪ゴムを通す逆順に,針金を通し,針金の先に輪ゴムを引っかけて引き出す)0
遊 び 方
模型飛行機のプロペラをまくように爪楊枝をまいて輪ゴムに撚りをかけ,下に置くと輪
ゴムの撚りの戻りでローラーが走り出す｡撚りを多くかけ過ぎると急激に走り出し,バラ
ンスを失って車輪の角でコマのように回転してしまう｡
ローラーの走る速さや,距離などを競って遊ぶ｡
5.発泡スチロールのグライダー
発泡スチロールの板で出来たグライダーの玩具が売られているのを見て,発泡スチロー
ルの弁当箱と割箸を使って作ることを考えた｡遠足やピクニックでお弁当を使った後,作っ
て遊ぶことが出来る｡ハサミ,カッターナイフ,ホチキスに紙バサミがあればいい｡形よ
く出来れば色を塗って,飾っておいても楽しい,と思って何機か作りこの型になった｡
材 料
(1)発泡スチロールの弁当箱 (蓋付き) 1組
(2)割箸 1個
(3)小さな紙はさみ (クリップ) 1個
(4) ボンド
(5) セロテープ
(6)広告 (チラシ) √1枚
用 具
(1) マジッ＼ク,又はサインペン
-iflェ
(2)ハサミ
(3) ホチキス
(4) カッターナイフ
制作方法
割箸1本の端に尾翼を取り付け,
もう1本の箸には主翼を取り付け,
2本の箸を組み合わせてグライダー
を作る｡
1.主翼の作成
(1) 発泡スチロールの弁当の蓋で
主翼を作る｡蓋の大きさに合わ
せ,広告 (チラシ)を切り出し,
型紙に使う｡
(2)切り出したチラシにマジック
インクかサインペンで主翼の形
を描く｡
(3) 描いたチラシを半分に折って,
主翼の形を左右対称にハサミで
切り出し,羽の型紙を作る｡
(4) この型紙を蓋の上に広げて載
せ,型紙の通りにサインペンで
羽の形を措く｡
(5) 羽の型通りにハサミか,カッ
ターで切り出し,主翼を作る
(図13)0
(6) 主翼の両脇に脚を取り付ける｡
脚の作り方は次のとおり｡
発泡スチロールの蓋は主翼の
つい､くp.ら,:
～:鵜Y (-†ノく∴▲二
図13 蓋で前羽を作る
図14 身で尾翼と脚を作る
切り出し方で風の抵抗となる部分が出来る｡それらを考慮して切り出すこと｡
2.脚の作り方,主翼に脚の取り付け方
(1) 脚は弁当の身の脇の部分を図14のように2個切り出す｡
(2)脚を主翼の裏に左右対称的にボンドで貼り,上からホチキスで止める (図14,15)0
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3.主翼を箸に取り付ける
(1)脚をつけた主翼を1本の箸の
中央にボンドで張り付け,ホチ
キスの針で止める｡角度が変え
られる縦横ホチキスを使うと便
利である｡
(2) 主翼を取り付けた箸は,羽か
ら2cmはど出して,前後を切り
捨てる (図15,×印)0
4.尾翼の作成,箸に取り付け 図15 主翼と尾翼は別々に作り,組み合わせる
弁当の身の両側を左右平行の垂
直尾翼として作る｡
(1)主翼の型紙をそのまま尾翼の紙型に利用出来る｡主翼の型紙の上に少し小さめに尾翼
を描く｡
(2)この型紙を2つ折りにし,左 右対称の翼型に切って尾翼の型紙を作る｡
(3) 弁当の身にこの型紙を当て,サインペンで型を措く｡身の側部には型紙を曲げて当て,
型を写しとる (図14)0
(4) 措いた線の通り,弁当の身を切り出す｡水平尾翼と垂直 (垂直ではないが)尾翼が一
体となって作り出される｡
(5) この水平,垂直尾翼が一体となった尾翼を,他の1本の割箸 (胴体)の端にボンドと
ホチキスで取り付ける (図15,下)0
5.主翼と尾翼の組み合わせ
(1)尾翼を取り付けた箸 (胴
体)の背に主翼を載せてみ
る｡主翼と尾翼の組み合わ
せがいい形になったところ
で,セロテープで仮り止め
する｡見た目のいい形のも
のは,飛ぶ形も美しい｡
(2)割箸約7,8mmの長さに
切って,主翼の箸の前端と
胴体の問に挟み込み,セロ
クリップ
図16 発泡スチロー ルのグライダー
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テープで仮り止めする (図15箸片,図16).
(3) 主翼の箸の前と後を胴体の箸にセロテープを捲いてしっかり固定する0
(4) 胴体の先端に適当な重さの紙ばさみをはさみ,重りにする (図16,クリップ)0
飛ばし方,遊び方
紙ばさみの重さや大きさ,はさむ場所などでグライダーの飛び具合が変わる｡飛ばしな
がら重りの一番いい位置を探す｡
頭が軽いと,飛ばしたとき,頑が上を向いて,尾から落ちる｡
頭が重ければ,頑から突っこんで落ちていく｡
紙ばさみの重さや,止める位置などを変えて,スムーズに格好良く滑空するようにする｡
グライダーを飛ばして,飛距離を競うのはもちろん,グライダーの出来具合や,滑空の
姿などを比べ,5.5,5.3--などと体操競技のように6点満点で子どもたちに表現させて
競うのも一興である｡
6.吹 き 矢
かって,お祭りには吹き矢の店が出,売り子が吹き矢を空に高く飛ばし,子どもたちの
興味を誘いながら売っていた｡きれいな模様の筒に色とりどりの矢がセットになっていた｡
アート紙や良質の紙の大きなチラシが日々たくさん配られている｡このチラシをまるめ,
セロテープで止めるだけで吹き矢の筒ができる｡チラシを小さく切って三角錐状に捲き,
セロテープでとめれば矢が出る｡お菓子の空き箱に紙を貼って的を作り,近所の子どもた
ちを遊ばせたりした｡学生達にはもう少し丁寧な作り方で指導し,射的遊びをさせている
が,矢を狙ったところに真っ直ぐ飛ばし,的に当てるようにするには,矢の作りや,その
わずかな調整が必要である｡どのようにしたら命中率がよくなるか,子どもたちに試行錯
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(5) セロテープ
(6) ノリ
用 具
(1)ハサミ (または
ペーパーナイフ,
カッター)
(2)割箸
(3) マジック,また
はサインペン
(4) 鉛筆削り (有る
と便利)
制作方法
筒
失
図18 発矢の制作手順
1.筒の作り方
(1)新聞紙1頁の大きさのチラシ1枚を縦に捲いて直径約2cm程度の筒杏作る (図17)0
(2)筒の中央をセロテープで仮り止めし,後に合わせ目を全部セロテープで貼る.
(3) 筒の両端の紙の箸をセロテープで,外側から中側へ,折り込むように貼り付ける (図
17,左上端)0
(4)口を当てて吹く,筒の端をセロテープで補強する｡
2.矢の作り方 (図18)
(1) もう1枚のチラシ (新聞紙1貢大)を半分,半分と切って,B7(約9×13cm)の大き
さにする｡
(2)B7サイズの紙を横にして上,下の端を約5mm幅で折込み,ノリシロを作る (図18)0
(3)折り込んだ上,下のノリシ口の端を斜めに結び,その線で折って切り離す (図18,A)0
ノリ㌣ロの折り方 (谷折り)の逆 (山折り)に折ると,折りやすく,切りやすいo
(4) 切った斜めの線をノリシロの線に合わせて斜めに折り,貼りつけして鋭三角錐に作る｡
鋭三角の袋に割箸や鉛筆など差し込んで膨らませ,三角錐の矢を作る｡
3.矢の先端にティッ′シュをっめ,危険防止
矢の先端が尖っていて,子ども達には危険である.矢にティッシュペーパーかスポンジ
の小片を詰め,矢の先を切り捨てて先端を和らげ,安全にする｡
ティッシュペーパーの詰め物
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(1) ティッシュペーパーを1/16(約5×5cm)に切って使う.
(2)このティッシュの小片を半分,更に半分に折り,更に半分,もう一度半分と小さく折
る｡
(3)上の詰め物を鋭三角錐の矢の先に,割箸などで押し込む｡
(4) ティッシュペーパーの詰め物の詰まった先端をハサミで切って,先に丸みをっける
(先端から約2皿位の所で切る)0
4.矢と筒の調整
(1) 出来た矢を筒に差し入れると,矢の太い所で筒につかえ,それ以上入らなくなる｡
(2)矢を筒から約1cmくらい引き出し,筒の入り口のところで,矢の太い部分をハサミで
切り捨てる｡
(3)矢は筒のなかを素通り出来る太さに出来上がる (図18,F)0
5.的 作 り
(1) 的にするくらいの適当な大きさ,深さ5cm以上ある菓子箱に新聞紙などの矢のささり
やすい紙をセロテープで止めて,マジックインクで的を描く｡
(2)あらかじめ的を措いた紙を菓子箱にセロテープで止めてもいい｡新聞紘,あるいは薄
い,矢がささるような紙がいい｡矢が刺さって穴が沢山できたら,的の紙を張り替えて
使う｡
遊 び 方
矢の頭に詰め物をしているが,よく飛ぶので人に向かって飛ばすことは十分注意しなけ
ればならない｡
的を狙って当てる場合,先の尖った矢を使う｡的に向かって打ち,得点を争う｡矢の出
来具合で,飛び方,的に命中する具合が変わるので,楽しく技術を競って遊べる｡
なお,矢が軽く真っ直ぐ飛ばないとき,先端に詰め物をしたり†ノ溶かしたパラフィンに
先端を浸け,矢の先に重みをっけたり,フィンをっけたりして,矢を調整する｡
7."ガリガリ回し"と,その原理
"ガリガリ回し"は,"ガリガリトンボ","ガリガリプロペラ"など,その他いろいろ
の名前で呼ばれているが,決まった名前がないようだ｡
角棒の一つの背 (稜)にたくさん刻みがあって,この刻みを他の棒でガリガリ擦ると,
棒の先についている回転子 (プロペラ)が回り出す｡棒の擦り方を少し変えるとプロペラ
は逆方向に回り出す｡子どもの頃,父の回すのを見て一生懸命挑戦したが回すことができ
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ず,大変悩まされた｡少し大きくなってその玩具を忌々しく思いながら擦っていたら,い
つの間にか回す要領をっかんだ｡その時, や`った-"と小躍りして喜んだ｡そして,近
所の子どもたちを得意になって悩ませた｡今,学生たちに毎年作らせ,悩ましているが,
この回転する原理がわかれば何のことはない｡
建具屋から出る障子の桟の切れっぱLを貰って学生たちに作らせたが,現在は料理屋か
ら出る,使った杉の割箸を洗って使っている｡
材 料
(1) 杉の角ぼった割箸
1膳
(2) 爪楊枝 1本
(3)ボンド
用 具
(1) カッターナイフ
(2) キリ (四つ目キリ)
(3)定規 (30cm)
(4) 鉛筆
制作方法 図19 左 ･右回転方法
1.杉の割箸は手もとの太い部分が斜めにカットされている｡その部分を切り落とす｡
2.切り落としたところにキリで穴を開け,爪楊枝の先にボンドを少々着けて差し込み,
固定する (図19,先端)0
3.角材の一角 (稜)に先端から7-8mm間隔に印をっける｡
4.鉛筆の印の所を山にするように,角材の一角 (稜)だけにがたがたの刻みを作る｡
5.他の箸棒を約10cmの長さに切り,中央にキリで穴を開け,回転子 (プロペラ)を作る｡
6.爪楊枝に回転子を差し入れて,出来上がり｡
回 し 方
回転子を切り出した残りの箸棒を使ってガタガタに刻んだ箸の角 (稜)をガリガリと擦
る｡
図19の,ガタガタに刻まれた稜の右面を親指の横,あるいは親指の爪で触りながら,ガ
リガリ擦ると回転子は時計と反対回り (左回り)に回転する｡
ガタガタの稜の上を越して,左面を人差し指の平で触りながらガリガリ擦ると,回転子
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は時計回り (右回り)に回転する｡
擦りながら,指の触れる面を人に気付かれないように切り替えると,突然回転子が逆に
回転して不思議に思われるのである｡
擦り棒
回転の原理
棒がただ上下に振動するだけ
では,回転子は回らない｡棒の
先端が円運動するように振動さ
せると回転子は回転するのであ
る (図20)0
刻みのある稜線の右側の面に
触れながらガタガタ振動させる
と,棒の先の動きが左に偏した
運動になる｡右側の面に指が触
れているので,振動は,棒が上
に向かうときは左側にそれる｡
凸凹稜線
左面
左面に触れてガリガリ滞ると
棒の先端は右回りに振動LJ■±-■ナl⊥十r.JAl-LJ≡▲･-十･■
棒
回転子は右回りに回転する 回転子は左回りに回転する
I->i ≡ ~_ iti-
棒の面に触れずにガ リガリ揮
ったときは､上下に振動する
たけで､回転子は回 転しない
図20 回転原理
右面に触れてガリガリ擦ると
棒の先端は左回りに振動し._.-一■~ー1⊥十._J■l■._■JZL-十･■
下に向かうときはそのまま下に
下がる｡したがって,棒の先端の動きは左に偏った偽楕円運動 となり,プロペ ラ は左に回
転する (図20,右側)0
刻みのある稜線の左側の面を指先で触りながら擦るとプロペ ラ は右に回転する｡
なお,箸の四角柱の相対する面には同じ効果がある｡
作って遊ぶ遊びについて
ここに記した玩具は,4.発泡スチロールのグライダー の他は,かって子どもたちから
子どもたちへと伝わった "伝承玩具"の類である｡制作 しやすいように配慮し,説明を簡
単にして学生たちに作らせているが,マニュアル風に書いてみたらかなり長くなってしまっ
た｡
近年これらの玩具を使って遊んでいる子どもはまったく見かけなくなった｡子どもたち
の遊びが工場で作られるファミコン等に変わってしまった｡子どもたちはハイテクの遊び
にとりつかれてはいるが,手作り玩具のような "ローテク"の玩具に魅力を感じないわけ
ではない｡児童館や,学童保育の場でこのような玩具を作っていると,いっのまにか子ど
もたちが私の周りに寄ってきて,"教えて","作りたい"と興味を示す｡
ここに記した玩具の他にも多くの手作り伝承玩具があり,私たちにはそれらの玩具で遊
ぶことはもちろん ･それらを作ること自体が大変楽しいものであった｡これらの手作り玩
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具は,飛ばしたり,動かしたりするもので,作り方や扱い方でその飛ぶ様子や動き具合が
大変違ってくる｡作り方や動かし方などの技を競って遊ぶところにこれらの手作り玩具の
魅力がある｡自分の目論んだ通りうまくいった時の達成感,満足感,そして優越感が何と
も言えないのである｡
これらの伝承玩具には社会の変化によってかって使われていた素材が無くなり,以前の
作り方そのままでは作れなくなったものや,またスギ花粉症が多くなって,スギの実鉄砲
のように作りにくくなったものがある｡しかし,新たな素材がたくさん現れ,生活廃材が
バラエティに富んできたので,その活用を考えると手作り玩具は興味深く,楽しくなって
くる｡
私たちは幼い頃,"がき大将"のもとで色々のものを切ったり,削ったり,つないだり
して玩具を作り,楽しく遊んでいた｡このようなたわいない遊びの中で,試行錯誤を繰り
返しながら色々な玩具を作り,いろいろなことを体得していたように思う｡ものごとを類
推したり判断したり,人の話を理解するとき,自分が実際に遊びの中で経験し,体で覚え
た多くのものがもとになっている｡年配者には最近の事柄の記憶が薄れがちだが,古い昔
の記憶はかなりしっかりと残っており,幼い頃や若いときの諸々の体験が人の記憶の根底
にあって,特に子どもの頃の手作り玩具などの体験は一生を通して人の思考や行動に関わっ
ているように思えるのである｡
乳幼児は母親との手の感触を通じて粋を高め,精神的な発達をしていくといわれている｡
その後の子どもの発育においても,手に触れ,手を動かし,作って遊ぶ行為による指先の
感触や手指の運動感覚の情報刺激が神経系統の発育を促し,精神発達の基盤となっている
と考えられる｡
手作り玩具の遊びは子どもの手指の細かな動きを促進することは言うまでもないが,千
どもたち同士の遊びの中で共通する実体験を通して他人の気持ちを理解できるようになる
であろう｡そして他人の話がよく分かり,その人の気持ちや心の動きも察することができ
るようになろう｡不登校やいじめなどで孤独になった子どもたちと一緒に作って遊ぶ玩具
作りをやってみたらどうかと思う｡このような遊びは,きっと子どもたちの心を捉え,敬
師や友だちとの相互理解を深めるだろう｡かつて教護院へ実習に行った学生から,発泡ス
チロールの弁当箱でグライダーを作って遊んだ話を聞いた.子どもたちはたちまちグライ
ダー作りにのめり込み,上手になって,学生が反対に子どもたちから教えられた,と言っ
ていた｡学生は子どもたちをはめ,お礼を言った.それが子どもたちの心を捉え,彼らに
自信をっけさせたのであった｡
これらの遊びは他人を思いやる心を育て,情操の発達を助長するばかりでなく,理科や
自然科学の理解につながり,更には集積された知見が統合されて,理論を導くことにつな
がる可能性がある｡
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子どもの作って遊ぶ遊びは学生の教養教育に比べられよう｡教養教育について昭和27年
(1952)頃から議論され,やっと今年 (2001)の1月に中央教育審議会の検討が締めくく
られた｡48年かかって,"教養"の大切なことが見なおされた｡教養の効果はすぐには現
れない｡その大切なことが再確認されるのに半世紀も要してじわじわとその効果が現れて
きたのだ｡子どもの手作り玩具の効果もすぐには現れてこないし,その大切なことも直ぐ
には見えてこない｡
私は,手作り玩具の遊びはしつけとともに,子どもの教養として大変重要なものと考え
ている｡一つ一つ体験する事柄は些細であるが,自ら手を使い,考えながら積極的に体得
したもので,それは特に意識されるようなものでなくても,子どもの心のどこかにしっか
りと残っており,生涯にわたって精神的な基盤となっているように思う｡それらは我々の
思考や行動の裏に大きく関わり,それを制御したり,支えたりしているものと思っている｡
子どもにとって手作り玩具は単なる遊び道具ではないと思っている｡自然の仕組みやも
のの性質,その他の情報を取得していく媒体であるばかりでなく,子どもたち同士が相互
に気持ちを理解し合う重要な媒体である｡いじめ問題の一つは子ども同士の気持ちの通わ
ないことにもあるだろう｡"作って遊ぶ玩具"での遊びは子ども同士の気持ちの交流につ
ながり,いじめ問題や不登校などの緩和に役立っことが考えられる｡
現在,若者に自然科学離れ,理科離れが進んでいるが,幼 ･少年期の遊びの不充分なこ
と,特に作って遊ぶ経験の少ないことにかなり関連があると思っている｡
作っては失敗し,考えて再挑戦を繰り返す中で,子どもたちは,失敗することの大切さ
を知り,自然の仕組みを自然に体得して行くのである｡このような行為はやる気を育てる
だろう｡そして自然の理解につながり,自然科学の興味へと発展するだろう｡また,共通
する体験を通して子どもたち同士が互いに良く理解し合うことにつながり,いじめや不登
校の緩和に大きく役立っものと考えている｡
要 約
1.手作り玩具のうち,特に飛ばしたり,動かしたりして遊ぶ数点について,材料や作り
方を見直し,子どもたちが簡単に作れる方法を考案し,マニュアル風に書いてみた｡
2.手作り玩具が子どもの生育に重要な役割をもっていることを考察し,私見を述べた｡
3.バラエティに富む生活廃材の活用で,手作り玩具が一層興味深く,楽しみが増すと思
われる｡
4.手作り玩具での遊びは,理科,自然科学への興味を誘導すると考えられる｡
5.子どもたちの 手`作り玩具"の体験が子どもたち相互の理解を深め,気持ちの交流に
よって,互いにいい関係が築かれると思う｡
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最後に,執筆の機会を与えられた馬場昭夫教授に対し,感謝の意を表したい｡また新潟
ブーメラン協会の中野渉氏には紙 トンボの羽作りのヒントとなった資料を頂いた.ここに
記して感謝の意を表する｡
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